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まえがき

　2017（平成29）年に幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園
教育・保育要領が、同時に改訂・改正されました。それぞれの施設の役割が明記さ
れたと同時に、人生の中での乳幼児期の重要性が強調されています。また、小学校
以上の学習指導要領の改訂と相まって、幼児教育への期待がますます大きくなって
います。
　そうした状況において、園で展開される保育内容にはどのようなものがあるのか、
それは子どもの発達にとってどのような意義をもつのか、また、個々の保育内容は
どのような方法によって実践されるのかについて学ぶのが、「保育内容総論」という
科目です。また、歴史や外国の保育内容にも目を向け、視野を広めます。
　家庭の教育力が低下し、地域の人間関係が希薄になっている現在、保育所・幼稚
園では子どもたちが幅広い活動を経験し、さまざまな人たちとかかわり、生活を豊
かにしていく保育が求められています。延長保育や預かり保育などの際の保育内容
は、家庭支援的な観点から検討されなくてはなりません。また、小学校教育との連
携の課題に応える保育内容も必要とされています。さらに、地域との連携を保育内
容としてどう位置づけていくのかという新しい課題もあります。
　本書は、保育を学ぶ学生のみなさんが上記の課題を理解しつつ、保育所・幼稚園
における保育内容を総合的に学び、保育を実践していくための手がかりとなるテキ
ストとして上梓しています。そのため資料や事例が多くなっていますが、学生のみ
なさんが事前学習によってレポートしたり、疑問点を整理したりして、毎回の授業
に有意義に参加できるよう配慮したからです。
　同時に、保育の現場で活躍されている保育者の方たちにも「役立つ本」として、
保育の課題に迫るための“保育内容再考の手引き”となることを願って企画しました。
これからの保育所・幼稚園・認定こども園等は「社会に開かれた園」として、“常に
子どもを中心として”家庭・地域・学校などへの広がりと連携につながる保育内容
へと拡大しつつあります。
　本書が新しい保育所保育や幼稚園教育のあり方や内容の展開に対応し、新たな実
践を切り開いていくために、保育の専門的知識や技術、指導力を培うことに寄与で
きれば幸甚です。

　　平成30年１月

編者　豊　田　和　子
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1 幼い子どもが生きている今の社会環境

１　超少子化社会と子どもの育ち

　この30数年間、毎年、わが国の子どもの数は減り続けている。2017年（平成

29）５月５日、「子どもの数は1,571万人、36年連続の減少」「子どもの割合は

12.4％、43年連続の低下」と、国から発表された。2017（平成29）年12月には、

この年の出生児数が94万人となり、超少子化の加速現象が見られる。

　このような状況の中で、日本はかつての「子ども好き」の社会から「子ども敬

遠」「子ども排除」の社会に変化しつつある。空地や家の前で遊ぶ子どもの姿が

見られなくなり、保育所の新設に対して近所の住民から子どもの声がうるさいな

どの苦情が出ている。少子化社会の中で生きている子どもたちにとって、周りに

子どもを取り巻く
環境の変化と
これからの保育内容

第1章

出典：総務省統計局　「人口推計」2017年５月より筆者作成

表１－１　�年齢３歳階層別数と総人口
に占める割合

12～14歳 335万人 2.6％

９～11歳 321万人 2.5％

６～８歳 317万人 2.5%

３～５歳 304万人 2.4％

０～２歳 294万人 2.3％

表１－２　�総人口に占める子ども
の割合推移

1950年 35.4％

1975年 24.3％

1985年 21.5％

1995年 16.0％

2005年 13.9％

2015年 12.5％

●今の子どもがどんな社会環境の中で育てられているのか関心を持とう。
●保育所や幼稚園等の園の保育環境の特色を知ろう。
●どのような方向で保育内容を考えていくべきかを理解しよう。

学習のポイント

見本
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子どもが少ないということは、育ちのうえでさまざまな面で影響を及ぼすと考え

られる。具体的には、次のような現象があげられる。

　・‌�　きょうだい数が少ないため、家庭内での子ども同士がかかわる経験が少な

く、親も過保護・過干渉になりやすい。

　・　近所にも子どもが少ないので、日常的なかかわりができにくい。

　・　親同士も子どもが少ない分、つき合う機会が少なく孤立しやすい。

　深刻な少子化が進行しつつある社会に生まれる今の乳幼児たちにとって、幼稚

園や保育所など子どもたちが集団で過ごす場は、子どもの発達にとって欠かすこ

とのできない人とのかかわりを深め、活動や経験を広げていくために大切な環境

である。

２　進展する情報化社会の中で

　情報化社会の進展によって、私たちの生活は大きく変わった。情報機器・技術

の開発は、私たちの生活をグローバル化に導き、あらゆる情報をいつでもどこで

も一瞬にして入手できるすばらしい進歩をもたらした。しかし、このような情報

機器が何の防御も持たない乳幼児の世界に入り込むことは、きわめて危険な現象

だと言わざるを得ない。大人にとって情報機器は確かに便利なツールであるが、

心身ともに成長・発達の途上にある子どもにとってはどうだろうか。スマートフォ

ンの普及により中高生でインターネット依存が増えていると言われている＊１。

　赤ちゃん時代から１日に数時間もテレビやDVDを見て過ごし＊２、ベビーカー

や電車に乗っていてもひたすらゲーム機やスマートフォンをいじっている子ども

を見かけることがあるだろう。自然の中で思い切り体を動かしたり、仲間と一緒

に遊んだりする時間が減り、手ごろな情報機器に子守されているのである。

　このような状況では、次のような問題が潜んでいると思われる。

　・　本当の物や人物との直接体験をする機会が少なくなりがちである。

＊１　2013年８月１
日に、「厚生労働省の
研究班」による発表と
して、「インターネッ
ト依存」の見出しのも
と、以下の数字が示さ
れている。
インターネットの不適応使用
男子 14.1％
女子 18.6％
インターネットの病的使用
男子 6.4％
女子 9.9％

そして、不適応使用
104.7万人、病的使
用51.8万人が推計さ
れると書かれている
（http://www.med.
n i h o n - u . a c . j p /
department/public_
health/gakunen-
dayori.html）。

＊２　月曜日のテレビ
平均視聴時間
０歳児 ２時間15分
１歳児 ２時間23分
２歳児 ２時間19分
３歳児 ２時間14分
４歳児 ２時間08分
５歳児 １時間58分
６歳児 １時間57分
出典：NHK『放送研
究と調査』2013年
11月号p.52

注：ドイツ・イタリア・ロシアは2014年の数字、その他は2015年
出典：総務省統計局　「人口推計」2017年5月

表１－３　子どもの割合が少ない国

ドイツ 13.1％

イタリア 14.3％

韓国 14.3％

ウクライナ 15.1％

スペイン 15.1％

ロシア 16.3％

中国 16.5％
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記載している。（１）子どもの最善の利益を考慮する、（２）養護と教育を一体的に

行う、（３）保護者及び地域の子育て家庭に対する支援を行う、（４）倫理観に裏づ

けられた判断、専門的知識･技術に基づく保育の実施、である。各項目について、

事例を通して考えてみたい。

（１）子どもの最善の利益を考慮した保育

保育所は保護者の就労等を支え、さまざまな保育内容を計画して子どもの豊か

な体験と発達を促すことを目指す。しかしその保育は保護者のためでも、保育者

のためでもなく、子どものためを願って行われるものである。

　食事を例にとって考えてみる。食事の援助は保育のなかでも常に重視される課

題である。保育所保育指針では第３章 健康及び安全で「食育の推進」の項を設

けて食を営む力の育成を期待している。

　　事例１　何でも食べて元気な姿になってほしい（３歳児）
　Ａちゃんは給食時、嫌いなものがあって食べようとしない。保育者は横に座り

食べるように勧めるが、口を閉じたままである。Ａちゃんは食が細くて、小柄な

ため、保育者は何でも食べて、元気になってほしいと願っている。

　この子どもにどのような対応をするのがよいか。子どもが健康で元気に育つた

めには十分なカロリーとバランスのよい栄養を摂取しなければならない。そのた

めに目の前の給食を残さず食べてほしいというのは保育者の願いである。だから

と言って食べることを強く求めてもよいということにはならない。食の細い子、

特定の食材に不慣れな子、体質的に受けつけない子など、さまざまである。励ま

して食べる意欲につなげる、食べやすくするために小さく切る、周りの子が食べ

る姿を見て食べようとする気持ちにつなげるなどの努力をしながらも、気長にか

かわりを続けることになる。

　食べさせることだけを考えた強制的な指導は、かえって子どもの心を閉ざすこ

とにつながる恐れがある。子どもの最善の利益はどこにあるのか、日々の保育の

中で常に心しなければならない課題である。

（２）養護と教育を一体的に行う

先に保育所保育では養護と教育が一体的に行われると述べた。事例を通して考

えてみたい。
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　　　事例２　ブロックがほしい（１歳児）
　Ｂちゃんはブロックで遊んでいたが、Ｃくんに押し倒されて、ブロックをとら

れてしまい、泣いている。Ｂちゃんは倒れたときに打ったのか少しだけ額が赤く

なっている。実はそのブロックは当初Ｃくんが使っていたものだった。

　この２人の子どもにどのような対応をするか。まずはそのようなことが起こら

ない配慮が必要だったかもしれない。しかし、子どもはこのようなトラブルを経

て他者との関係性を築いていく。そう考えた場合、保育者としてどのようにかか

わるのが望ましいだろうか。ここに養護と教育を一体的に行う保育者の姿勢が求

められる。まずは子どものけがに対する手当てが必要になる。痛かった気持ちを

受け止めつつ、額という部位からも、体の状態に留意しながら冷やすなり安静に

するなどして様子をみる。これは安全にかかる養護といえる。あわせて互いの思

いを言葉に表し、つないでやる必要がある。どちらが悪いかという審判的判断を

するのではなく、それぞれの子どもの思いを引き出し、互いに理解し合うことが

重要になる。これは情緒の安定への養護的な取り組みでもあり、あわせて言葉の

表現、人とのつながりを培う教育的な営みでもある。こうした養護と教育を一体

的に行う丁寧なかかわりが子どもの育ちを促す。

（３）保護者及び地域の子育て家庭に対する支援

　保育者は目の前の子どもの保育を行うことが当然の役割である。しかし、子ど

もの育ちは園だけで支えるのではなく、園と保護者とが共通の考えをもって支え

ていくことによって促される。

　　事例３　少し疲れのみられる母親
　２歳の誕生を迎えたＤくんは活発な子だ。いやなことがあると物を投げたり、

たたいたりする。父親はしつけのために厳しく叱ることがよくある。母親は疲れ

た表情を見せることが多く、子育てに関しても自信が持てないようである。

　このような子どもや保護者にどのような対応をするか。まずは子どもが園で自

分の好きな遊びが十分にできる環境をつくり、保育者は丁寧にかかわりながら、

Ｄくんのよい姿を認め、安定して遊びや生活ができるように努めなければならな

い。親子の関係が良好なものになるよう、保護者に日々の子どもの成長する姿、

うれしい姿を伝えて、子どもの見方、子どもの心の受け止め方を伝えていくこと

が必要になるであろう。そうすることによって保護者の信頼を得て、保護者は子

どもへのかかわり方を改善する可能性も見えてくる。経済的な問題、家庭内の困

見本




